
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井商工会議所 中小企業総合支援センター 

＜景気見通し調査（12月度） 特別調査＞ 

 

「2021年の福井県内 

における景気予想」 
【調査結果】 

 

令和２年 12月期 
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〇調査目的：新型コロナウイルスの影響で各事業所が大きな影響を受けているなか、管内小規模事業者の

2021 年の福井県内における景気予想について調査した。 

〇調査時期：令和２年 11 月 30 日(月)～12 月 8 日(火) 

〇調査方法：ＦＡＸによる送付・回収、Google フォームからの回答受付 

〇調査対象：福井商工会議所の会員 小規模事業所を中心に 406 件を抽出 

     （製造業・建設業・その他･･･従業員 20 人以下の事業所 

卸売業・小売業・サービス業･･･従業員 5 人以下の事業所） 

〇回 答 数：212 件（回答率 52.2%） 

 

 

 

 

 

従業員数 製造業 建設業 小売業 卸売業 サービス業 合計 

5 名以内 13 18 19 15 35 100(47.2%) 

6～10名以内 11 11 7 4 7 40(18.9%) 

11名以上 23 17 5 13 14 72(33.9%) 

小 計 47(22.2%) 46(21.7%) 31(14.6%) 32(15.1%) 56(26.4%) 212(100.0%) 
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Ｑ１．2021 年の福井県内における景気予想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【約 7割の事業所が景気悪化と予想】 
 新型コロナウイルスが大きな影響を及ぼしている中、2021 年の福井県内の景気予想では、「景気は悪くなる」69.0％が最も多い回答となり、景気の悪化

を予想した。「景気は変わらない」20.0％、「景気は良くなる」としたのは 11.0％だけであった。 

 業種別にみると、景気悪化としたのは、建設業が 76.1％で最も多く、次いで小売業 74.2％、サービス業 73.2％の順であった。 

 また、「設備投資」において今後３ヵ月以内に「設備投資計画あり」と回答した事業所は、「設備投資計画なし」とした事業所に比べ、2021年の福井県内

における「景気は良くなる」との回答が 19.8ポイントも多く、次年度の景気に対してポジティブな姿勢が見られた。 
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Ｑ２. 2021 年の福井県内景気予想の理由について 
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【コロナの長期化による景気悪化の予想】 
「景気が悪くなる」とした理由では、「コロナの長期化」83.9％が最も多い回答となり、まだまだコロナが収まらないことを予想している。 

業種別に見ると、全業種において「コロナの長期化」が共通の理由ではあるが、卸売業では「消費意欲の落ち込み」、建設業とサービス業では「北陸新幹線の

工事の遅れ」が他業種と比べ回答比率が高く、業種によって差異が見られた。 

「景気が良くなる」とした理由では、「コロナの収束や反動」78.3％が最も多い回答となり、「希望的観測」56.5％がこれに続き、景気の好転、悪化はいずれの

見通しにおいても「コロナの落ち着き次第」と見ている。 
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Ｑ３．景気対策として国や県、市に求める施策について 

 

 

 

 

 

【補助金・助成金の拡充や減税などの支援を求める声】 
景気対策として国や県、市などにどのような施策を求めるかでは、下記のような声が寄せられた。なかでも、今年度は募集回数の増加やコロナ対応として新

設されたものが多かった補助金・助成金・給付金などの継続・拡充の声が多く寄せられた。また、経済対策・支援については消費税等の減税や公共事業を通じ

た景気刺激の要望などが求められ、工事・入札でも公共工事を求める声が寄せられた。 
 


